
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 ママになったらここにおいで わが子と開く未来のドア 

場所 沼津市内の地区センター 

期間   平成３０年 ４月 ６日 ～ 平成３１年 ３月３１日 

日程 実施項目・作業項目 

事業内容 

※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載

してください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。

(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

対象： 

●「産前～未就園の親子」→ 

「ママになったら」「ここに来れば」沼津での子育ての中で誰かに会える、救われ

る場所の提供 

 

●「子育てサークル・支援団体の運営者」→ 

「親子の笑顔のために」活動する支援団体の運営支援。沼津市内の子育て団体の

ネットワーク構築。 

 

人員配置： 
各回、ファシリテーター（運営サポーター・危機管理サポーター・専門家サポーター

含む）3 名、サブファシリテーター1 名配置。居場所の内容については各回担当団体

の主体性を尊重し、ファシリテーターがサポート＆アドバイザーとして開催を支援。

各回において、担当団体以外の団体についても支援参加あり。 

また、年度を通した全 7 回の運営における打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準

備・検討会等については事務局（1 名）を配置し、各団体の運営者を巻き込みながら

実施した。 

 

◎日時：2018 年 5 月 31 日 10:00～12:00 

内容：市内子育てサークル及び子育て支援団体のネットワーク構築会議 

    （事業計画・役割分担・悩みの共有等）・運営サポート及びアドバイス 

会場：サンウェルぬまづ 

参加人数：11 名 

 

◎日時：2018 年 7 月 3 日 10:00～12:00  

内容：七夕飾りと水遊びグッズを作ろう 

      読み聞かせ、体操、七夕飾りや水遊びおもちゃの作成など 

担当：おやこサークル りんごのき 

会場：門池地区センター 

参加人数：親子 49 名 

 

◎日時：2018 年 9 月 21 日 10:00～12:00  

内容：お月見リトミック 

   お月見のお話、紙芝居、音楽に合わせてお月見団子の生地づくりなど 

担当：子育て応援サークルいちご 

会場：沼津第三地区センター 

参加人数：親子 75 名 



 

◎日時：2018 年 11 月 20 日 10:00～12:00 

内容：乳幼児向け救命救急講習・消防車見学 

担当：子育てサークル さくらんぼの会 

会場：片浜地区センター 

参加人数：親子 61 名 

 

◎日時：2018 年 12 月 4 日  10:00～12:00 

内容：クリスマスパーティ  

担当：「子育て応援サークルいちご」・「おやこサークル りんごのき」・ 

   「子育てサークル さくらんぼの会」・「バイリンガルマムズ in 沼津」 

会場：サンウェルぬまづ 

参加人数：親子 91 名 

 

◎日時：2019 年 1 月 31 日  10:00～12:00 

内容：マイ・リトルバレンタイン 

   英語の手遊びや読み聞かせ、ハートのモチーフを使ったゲームや 

   クラフトづくり 

担当：「バイリンガルマムズ in 沼津」  

会場：金岡地区センター 

参加人数：親子 56 名 

 

◎日時：2019 年 2 月 25 日 10:00～12:00 

内容：市内子育てサークル及び子育て支援団体のネットワーク構築会議 

 （助成金事業振り返り・反省会・悩みの共有等）・運営サポート及びアドバイス 

会場：サンウェルぬまづ 

参加人数：11 名      

 

◎各回終了後に事業振り返りの交流会を開催。 

団体同士のメンバー自己紹介や、現状の悩み、今後の目標、補助金・助成金等、

活発な意見交換が行われた。 

事業効果 

※ 事業の効果を記載してください。 

  ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業計画書において設定した、

成果指標と数値目標による評価を記載してください。 

◎参加者数延べ３５４人 事前申込者数延べ４５６人（当日キャンセル、連絡の

ないキャンセルがかなり多かった。無料イベントであったためだと思われるが、

次回の課題としたい）、子育てサークル及び子育て支援関係者２８名 

 

◎「ママになったら」「ここにくれば」その親子に合った地域の情報や交流が得ら

れるネットワーク構築と、まちと子育てが繋がる最初の一歩の場所を生み出す、

という目的を達成することができた。 

 

◎全ての回において子育てサークル及び子育て支援団体同士のネットワークを構

築＆仕組み作りの運営アドバイスを行うことで、「今後の方向性が見えてきた」「運

営に困っていたけれど光が見せた」などの声をいただくことができた。 

 

◎各団体及び行政との連携のとれた情報発信のおかげで、孤立に陥りやすい未就

園児期の親子へ「繋がる仲間づくりの居場所」を提供することができた。また、

複数の団体の中から自分に合った居場所を見つけてもらい、次に繋ぐ活動も行え

たため、沼津市の子育て環境の向上に貢献できたと考える。 

 

◎１事業を責任もって担当してもらうことで各団体のモチベーションアップ、学

びの提供にもつながった。 

 

◎１つの目標に向かって事業計画をしていくことで、子育て団体同士のネットワ

ーク・団結力が強化された。 



 

◎団体継続のための運営ノウハウの共有ができ、各団体のスタッフの知識や意識

の向上に繋がった。 

 

◎団体同士の得意分野を活かしたコラボ事業が SNS 等で話題をよび、参加申込み

は、毎回定員オーバーであった。 

 

◎本事業がモデルケースとなり、沼津市内、その他の地域の子育て環境の「質」

と「量」が充実していくことが期待できる。 

 

◎沼津市ゴミ対策推進課とのコラボも、お互いにとって、とてもいい形となり、

また、参加者も、とても喜んでくれていた。 

今後の活動予定 

◎今回一緒に事業を行った沼津市内の子育てサークルおよび子育て支援団体と

は、今後に繋がるネットワークが太く構築された。さらに今後は、「発達支援」「双

子・三つ子の会」など、新たな団体との連携、ネットワークの構築を図っていき

たい。 

 

◎来年度は、親子が外と繋がる入口として、ファンドではなく、企業協賛を募っ

ての開催を視野に入れていきたい（本事業では、当日キャンセル・連絡のないキ

ャンセルが驚くほど多かったため、改善策として、民間主導の事業であることを

もっとアピールしてやってみたい）。 

 

◎将来的には、高齢者団体と繋がったコラボ事業を展開していきたい。 

自己評価 

当団体は、子育て応援サークルいちごでの１０年を超える子育て支援活動と、ま

ちづくりなど様々な分野で事業を展開していることから、幅広い繋がりと経験を

積んできた。 

本事業では、その経験を活かし、子育て支援団体等の中間支援的立場として、行

政と現場を繋ぎ、今までの経験や継続のためのアドバイスを惜しみなく伝えた。

また、事業の企画運営などを通じ共に学び合うことで、会議だけでは構築できな

いネットワークや信頼関係を構築することができた。 

当団体が築いてきた繋がりや、本事業で構築できたネットワークは、今後の沼津

市の子育てに必ずお役に立てるものになると評価できる。 

また、当団体の将来にとっても、このネットワークは、財産となるはずであり、

沼津市の未来を担う子どもたちに還元していく活動をしていきたい。 


